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【子どものこころの健康度】 測定尺度：SDQ※ 
16点以上で支援が必要
と考える 

こころの 
健康度 

第11、15、19回福島県「県民健康調査」検討委員会資料より作成 

こころの健康度・生活習慣に関する調査 わかってきたこと（4/4） 

男児 （％） 

H23年度 Ｈ24年度 H25年度 H23年度 Ｈ24年度 H25年度 H23年度 Ｈ24年度 H25年度 

４～６歳 小学生 中学生 

女児 

H23年度 Ｈ24年度 H25年度 H23年度 Ｈ24年度 H25年度 H23年度 Ｈ24年度 H25年度 

４～６歳 小学生 中学生 

（％） 

最新の調査結果：http://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/kenkocyosa-kentoiinkai.html へ 

・子供のこころの健康度を評価する指標として SDQ ※ を用いました。
・平成 23 年度、平成 24 年度調査に引き続き、日本の被災していない一般人口を対象と

した先行研究における SDQ16 点以上の割合（9.5％）と比較すると、依然として全て
の群で 16 点以上の割合が高くなりました。

・平成 23 年度調査と比較して SDQ 高得点の割合は全ての群で減少したが、平成 24 年
度調査と比べると改善度の幅が小さくなり、ほぼ横ばいでした。

・そのほかにも、睡眠時間は平成 24 年度調査に比べてほぼ同様であり、先行研究の睡眠
時間に近づいていること、運動習慣についても運動をほとんどしていない群の割合は減
少傾向にあるものの、調査内容が異なり直接比較は困難であるが、全国調査と比較する
と運動習慣はなお少ないことが示唆されています。

※ SDQ ＝子供のこころの健康状態を測る“ものさし”
子供の情緒と行動に関する 25 項目（例：「他人の気持ちをよく気遣う」、「落ち着き
がなく、長い間じっとしていられない」等）について、それぞれ過去半年間にどれく
らい当てはまるかを回答していただきました。この項目は４～ 15 歳を対象に実施。
この項目によって専門的な支援が必要かどうかを判定しました。

本資料への収録日：平成 27 年３月 31 日
改訂日：平成 28 年３月 31 日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第10章 健康管理 




